
■ 日 時：令和8年2月26日（木）１８時３０分～２０時００分

■ 会 場：新井ふれあい会館 ふれあいホール

■ 参加者：55名（介護ネットワーク加入事業所、医療機関、薬局、福祉用具事業所等）

■ 内 容：『対人支援職として、その人らしい生活を支えるために～事例から各職種で学びを深める～』

〇事例紹介 さくらメディカル（株）あらい居宅介護支援事業所 永田幸枝 様

〇グループワーク

・ この事例の感想・気付き、本人はどのような思いでいると思うか など

・ 自分がこのケースの担当だったらどのような関わりをするか

○講義 揚石医院内科小児科循環器科 揚石義夫 様

○事例のその後を紹介

さくらメディカル（株）あらい居宅介護支援事業所 永田幸枝 様

さくらメディカル（株）あらい訪問介護支援事業所 吉越祐子 様

令和7年度 第2回 みょうこうケアフォーラムを開催しました！

みょうこうケアフォーラム通信

司会は実行委員

の川原さん

事例紹介

さくらメディカル（株）

あらい居宅介護支援事業所

永田幸枝 様

サービスを拒否するかたやコンプレックスを抱えたかた、できなくなったことへの受容ができないかたなどと

いった、対応に苦慮する事例の紹介をしていただきました。

グループワーク

＜グループワークで出た主な意見＞

①やるせなさ。現状を受け入れられない。一生懸命仕事をしてきた自負（他者にも同じように求めてしまう）。寄

り沿ってほしい気持ちがあるのではないか。息子にも頼れない迷惑をかけられない。さみしい自分をみて欲

しい。食にこだわりがある。ミキサー食の味気なさ、人としての楽しみ、ふがいなさ等感じているのでは。

②育った環境、性格、おいたち、苦労等を傾聴し、時間をかけて信頼関係を築く。強みを見つける。相手の気持ち

に寄り添う。本人がどのようにしたいのか、細かく聞いて支援を行う。何を求めているかのすり合わせを最初

の段階できちんと行い、できること、できないことを一個ずつ伝えていく。Aさんと上手に付き合えているか

たから、関わり方を教えてもらう。事業所間での認識を共有して連携を図り、ケアを統一する。

紹介いただいた事例をもとに、グループワークを行いました。



講義
揚石医院内科小児科循環器科の揚石先生より、「その人らしい生

活を支えるための心構え ～かかりつけ医としてお伝えしたいこ

と～」として、対人支援職に求められている支援のあり方につい

て、ご講義をしていただきました。

来年度もみょうこうケアフォーラムは、年２回を予定しています。ぜひ、ご参加ください！

<参加者の感想>

・対人支援職としての関わり方について、復習になるとともに、新しい学びの機会となりました。

・一見難しいと思えるケースでもそのかたの生活背景や全てを受け入れることで、良い関係性を構築できる

ようになると思う。複数の事業所が関わる際は、MCSを活用し、一貫した対応ができるようにしたい。

・再度考えさせられることばかりでした。帰ったら現場職員にも研修していきたい。 など

事例のその後を紹介

さくらメディカル（株）あらい居宅介護支援事業所の永田幸枝様、あらい訪問介護支援事業所の吉越祐子様

より、事例のその後について紹介していただき、本人の思いにアンテナを張り、各事業所と共有しながら、

本人に寄り添った支援を行うことが大切であることを共有しました。


